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我々MOA(Microlensing Observations in Astrophysics)グループは、ニュージーランドのマウントジョン天文
台において大小マゼラン雲及び銀河中心の観測を行っている。大マゼラン雲（LMC）を観測する目的はダークマ
ター (暗黒物質)の侯補であるMACHOs(MAssive Compact Halo Objects) を検出することであり、銀河中心を
観測する目的は太陽系外惑星を発見することである。我々は、2000年～2005年まで、61cm可視望遠鏡 (MOA-1)
を用いて観測を行ってきた。観測対象である LMCや銀河中心を 16の領域に分けて観測を行ってきた。LMCの
観測は赤、青 2色のフィルターを用いて、一晩で 16領域を数回行ってきた。
これまでに他のサーベイグループであるMACHOグループから、LMC方向の観測によるMACHOｓの結論が
出されている。MACHOグループは 5.7年間の観測によって、LMC方向で 13～17の重力マイクロレンズ現象を
検出した。MACHOグループは、質量から考えられるMACHOｓの正体は白色矮星、主系列星ではないかと推
定した。しかし、主系列星は電磁波で検出されると考えられるので、MACHOｓの候補とは考えにくく、また、
銀河形成論から、MACHOsの正体が全て白色矮星であるとも考えにくい。
本講演では、MOA-1望遠鏡の LMC方向の解析の経過報告を行う。


